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③【株主資本等変動計算書】

②【損益計算書】

２【財務諸表等】
(1）【財務諸表】
①【貸借対照表】

④【連結キャッシュ・フロー計算書】

③【連結株主資本等変動計算書】

②【連結損益計算書】

企業別タクソノミ

報告書インスタンス

＜＜XBRLXBRLデータ＞データ＞
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＜＜XBRLXBRLデータから変換したデータから変換したHTMLHTML＞＞

１【連結財務諸表等】
(1）【連結財務諸表】

①【連結貸借対照表】 （単位：千円）

～

資産の部
流動資産
現金及び預金 2,672,825 3,234,083
受取手形及び売掛金 1,709,9201 750,086

前連結会計年度 当連結会計年度
(平成19年3月31日) (平成20年3月31日)

表示情報ファイル
＜新設＞

システムで変換

＜変換のための情報＞＜変換のための情報＞

パイロット・プログラムでは、様式毎に定められた固定ルールに基づいて、XBRLデータからHTMLへの変換を行っていました。
今般、パイロット・プログラムの実施結果を受け、実務の多様性に対応すべく、EDINETタクソノミで表現できる情報量を拡大し、
提出者側から変換のための情報を指定できる仕組みを導入いたしました。

変更点②：表示情報ファイルの導入
これまで様式毎に固定だった変換ルールを
提出側で指定するためのファイルが新設されました。

変更点①：文書情報タクソノミの新設
報告書インスタンスを作成者の意図した表現で伝えるた
めの情報、開示対象者の情報をデータに入れることが
できるようになりました。
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企業別タクソノミ

報告書インスタンス

財務諸表の有無財務諸表の有無

連結貸借対照表連結貸借対照表

22．．変更点①：文書情報タクソノミの新設変更点①：文書情報タクソノミの新設

連結損益計算書連結損益計算書

連結株主資本等変動計算書連結株主資本等変動計算書

文書情報（新設）文書情報（新設）

前期の財務データ 当期の財務データ

財務諸表の各列の有無財務諸表の各列の有無

財務諸表の各列の拡張リンクロール情報財務諸表の各列の拡張リンクロール情報

財務諸表の各列のコンテキスト情報財務諸表の各列のコンテキスト情報

開示対象者の名称開示対象者の名称

財務情報財務情報

①報告書インスタンスに、
どの財務諸表のデータが
含まれるか明示できます。

～

③各列の表示関係や計算関
係などを明示できます。

②各財務諸表の列の有
無を明示できます。

④各列にどのコンテキスト（会計
年度、期間・時点の別、連結・個
別の別等）を適用するか明示で
きます。

～

XBRLデータからHTMLを生成するにあたり、変換元となるXBRLデータがそもそもどのような意図で作成されたのかを表現できるよう

に「文書情報タクソノミ」を新たに設けました。これにより、以下のような情報が報告書インスタンスにて記載可能になりました。

⑤XBRLデータの作成者たる開示
対象者の名称等をXBRLデータ自

体に含めることができます。
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①各財務諸表の見出しを
提出者側から指定できます

④表示する「列名」を指定できま
す

⑤表示する「単位」を
指定できます

33．．変更点②：表示情報ファイルの導入変更点②：表示情報ファイルの導入

XBRLデータからHTMLを生成するにあたり、HTMLファイルの生成の際の各種条件を指定するための「表示情報ファイル」を導入
いたしました。この「表示情報ファイル」によって、提出者側からHTML生成のための各種制御が可能になっています。

②生成するHTMLのファイル名を

指定できます。
③印刷・PDF変換の際の改ページ

条件の制御が可能になります。


